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ฯ育ं養成՟ఖにおける「Ր͍ͨび」教ࡒのՆ
The Possibilities of Song Play Teaching Materials in Childcare Teacher Training Courses

ন ݬ ҃ ࡌ   ΪύϕΩ ඔ
ʤۛق大学۟यغ大学ࢥߪʥ ʤ教育学科教授ʥ

ঠ

ΚͦをしたΕ、ՐΞͫΕ、おघͥ͠のҲとして͍ͨびのͲՐをݳනހはೖのͲଡ͚自ʹࢢ

をՐい͵がら自ષにਐରをಊ͖したΕし͵がらԽֺをղしたਫ਼きਫ਼きとしたනݳಊをしている。ՐをՐ

うことは、ฯ育のݳにおいてඉにਐۛに༽いられているҲ方、ͨのݳয়は「࣏のࡠ業にҢるたΌのघ

ஊ」に͵ͮているΓうにͣ״る。ຌཔ、༹ʓ͵གྷોをՐ͍ͨびは、घஊにとʹまらͥ、ࢢʹの೧ྺΏ

ୣにΚͦ、لઇがͣ״られるの͵ʹ、༹ʓ͵གྷોを関࿊ͦ͠͵がら教ࡒとしてै実ͦ͠ることがච

གྷͫと考えられる。ͨこͲຌߚͲは、Ր͍ͨびをฯ育に͖す教ࡒとして࠸ࣟし、ͨのՆを୵るた

Όにฯ育ݳと大学ͲのՐ͍ͨびの実践についてら͖にすることͲΓΕྒྷい教ࡒのݗ౾をߨい、教ࡒと

してのՆを୵る。

キーワード：͍͑ͪͨ;ɼԽֺ͍ͨ;ɼฯүं՟ఖɼԽֺනݳ

̏ɿはͣΌに
「༰கԄ教育གྷ」 iは、「ฯ育ॶฯ育ࢨਓ」

i i、「༰ฯ࿊ܗܠఈࢢʹԄ教育ʀฯ育གྷ」
i i iととにฑ成 29 ೧にրఙ͠れ、「༰児غのश
ΚΕまͲに育ͮてΆしいࢡ」のࣖが͵͠れた。
༰கԄ教育གྷにいては、1ʥ༰கԄ教育に

おいて育Ίたい࣯ࣁおΓびྙが֮Կ͠れ、
2ʥ「༰児غのशΚΕまͲに育ͮてΆしい 10 の
ਓをࢨ௪ڠઅとのࢬをࣖしたͲ、ฯ育「ࢡ
֮Կし、༰ঙંକのਬをしている。また 3ʥ
༰児ҲਕͽとΕのྒྷ͠ΏՆ͵ʹをѴし、
理մしたͲՃすること 4ʥ言語ಊ͵ʹを
ۅ的にखΕれ、্֒を࣍つ༰児Ώ国͖ら
ʹࢢ国した༰児͵ʹಝพ͵ഓྂをචགྷとするؾ
のࢨのै実Կをは͖ること 5ʥ境を௪
して教育をخ൭としてܩକをする、5 つのϛイ
ϱφを͝ڏることがͲきる。
ͨのͲฯ育ंは、༰児が҈ৼͲきる境を

ಊͲきるたͲ、ҲਕͽとΕがकର的にͮࡠ
Γうに、චགྷ͵ରݩをΊ॑られるΓう͵ฯ

育をࢨすචགྷが͍Θう。
また、༰ঙંକを見ੀえて、ᶅ「எࣟٶびٗ

のેخ」ʤଡ༹͵ݩܨを௪してͣ״たΕ、考え
たΕするͲ自らՁがͲきる͖எるʥᶆ「ࢧ考
ྙ、இྙ、නྙݳ͵ʹのેخ」ʤـͰいたこと
ΏͲきたことをࢾしたΕ、したΕし͵がら
නݳするʥᶇ「学びにうྙ、ਕؔ͵ʹ」ʤ֭
ಚしたஎࣟΏٗ、ࢧ考ྙΏනྙݳ͵ʹをʹの
Γうにضする͖を考え、ΓΕΓいਫ਼をૻる
たΌにචགྷ͵ࣆณを୵ڂするʥという 3 つの
が大Ͳ͍Θう。このΓう͵ࣆณをࢢʹのೖ
ਫ਼のͲଡ͚自ހනݳのҲとして͍ͨび
のͲՐをͥ͠ΞͫΕ、おघΚͦをしたΕ、
ՐをՐい͵がら自ષにਐରをಊ͖したΕし͵が
らԽֺをղしたਫ਼きਫ਼きとしたනݳಊをして
いることにをけたい。
͵ͧ、͍ ͨびのͲՐがଡ͚༽いられるの͖、

にࣖす࣏ 3 つのࣆがඉに॑གྷͲ͍ると考える。
ՐをՐうことは、ᶅֺحが͵͚てͨのͲす
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͛とਐରをͮ࢘て༣ことがͲき、ᶆՐのϨ
θϞΏડཱが言ཁをしているΓう͵ཊ༴にҲ
しているがଡいたΌְえΏすいことᶇ͍
ͨびの಼༲がबΕにいるଠंఽΚΕΏすいた
Ό、ฯ育のݳにおいてඉにਐۛに༽いられ
ている。
Ҳ方ฯ育のݳを見てΊると、Ҳ෨のฯ育

ಊとして͍るいは、としてखΕれられて
はいるのの、ୱにֈຌをಣにをॄΌ
るたΌのघஊとして༽いられるͫけにとʹまͮ
ているΓう͵য়ڱがଡ͚Ίられ、ͨのにいる
す΄てのࢢʹのັڷʀ関ৼをし͖ͮΕӀ͚
のとは言いೋい。ຌཔ、༹ʓ͵གྷોをՐ͍
ͨびは、घஊにとʹまらͥ、ࢢʹの೧ྺΏ
ୣにΚͦ、لઇがͣ״られるの͵ʹ、༹ʓ
͵གྷોを関࿊ͦ͠͵がら教ࡒとしてै実ͦ͠る
ことがචགྷͫと考えられる。
ຌڂݜͲは、Ր͍ͨびをฯ育に͖す教ࡒと

して࠸ࣟし、
ͨのՆを୵るたΌにฯ育ݳと大学ͲのՐ
͍ͨびの実践についてら͖にすることͲΓΕ
ྒྷい教ࡒのݗ౾をߨう。
ຌߚͲは、ජंらがܩକ的にͮߨている、「ࢢ

育てࢩԋ」Ͳのԍ会Ώ、「ࢢͲԽֺをֺし
会」͵ʹͲの実践಼༲と、ΠϱίʖφࠬおΓ
び、ࡑݳฯ育のݳͲΓ͚ՐΚれるֺۄをࠬ
し、教ࡒとしてのՆを୵ることを的とす
る。

̐ɿՐ͍ͨびの॑གྷとචགྷ
ۛ೧、༰児の͍ͨび方—ಝにՊఋͲの͍ͨび

方に大き͵รԿをたらしている。ௗؔ࣎τϪ
ϑを見ていたΕ、τϪϑΰʖϞのྪͲ༣ΞͫΕ
することがଡ͚͵ͮた。ͨれに௧いͬを͖け
るΓうにαϫψՔͲは、Բ಼にݸらͥԲͲの
。れた͠ݸಊが大き͚
ͨのΓう͵、「ఽট͍ͨび」がʹΞʹΞれ

。ዩするثられてきているのͲは͵い͖とڊ
「ఽট͍ͨび」とは、͖͚ݻらೖຌͲしまれ
ているࢢʹの༣びのことͲ、大き͚ 3 つに
ྪすることが出པる。
̏ʥରをͮ࢘た༣びʤِͮ͟こʥ

̐ʥಕ۫をͮ࢘た༣びʤ͍ΏとΕ、おघۆ͵ʹʥ
̑ʥ言ཁ༣びΏՐをͮ࢘た༣びʤ͖るた、Κら
΄うた ivʥ
びには、ِͮ͟こΏ͖͚れΞ·、؊ि͍ͨ

Ε͵ʹが͍Ε、಼͍࣪ͨびには、Εࢶ、おघ
おはͣき、͖るた、͍ΏとΕ͵ʹがେන的、ۆ
͵のͲ͍る。これらの͍ͨびはݳେの͍ͨび
とҩい、ᶅ自自ਐͲ考え͵がらᶆخຌの͍ͨ
びに独自のΠイυΡΠを͖しࢢʹकରͲ༣
び方をΠϪϱζすることが出པる。こうしたこ
とが、͍ͨびをするྙΏࢢʹのଆྙΏ
ྙを育こととつ͵がるのͲ͍る。
このΓう͵ऀ会য়ڱͲ͍る͖らこͨ、「Ր͍ͨ

び」を௪してຌཔ的͵「͍ͨび」をֺしࢡを
खΕし、ਕؔ関ܐをΌてい͚ことがٽΌ
られる。

̑ɿࢢʹのୣとනݳのಝ
ここͲは、ਕのৼがऀ会と関ΚΕを࣍つͲ

育つ༹ࢢを 8 つのୣஊにࣖし、֦ஊの࣎
にմ݀͠れる΄きτʖϜをઅけた、ΦϨクʀغ
HʀΦϨクλϱʤErik Homburger Erikson,1902-
1994ʥの 8 つのୣஊについて「༰ঙغとऀ
会」Ͳන͠れた自ըとऀ会とを結関ܐとන
。を見ていきたいࡋについて詳ݳ
ΦϨクλϱがࣖした 8 つのୣஊとは、

1.児غʤਫ਼ޛす͛ʛʥ
2.༰児غغʤ18 ͖݆ʛʥ
3.༰児غʤ3 ʛʥࡂ
4.学童غʤ5 ʛʥࡂ
ʤ12غॡࢧ.5 ʛʥࡂ
6.੪೧غʤ20 ʛ39ࡂ ʥࡂ
7.೧غʤ40 ʛ64ࡂ ʥࡂ
8.೧غʤ65 ʛʥࡂ
に͖れておΕ、ͨれͩれに֭ಚするτʖϜと
͵ΊکෲしたいτʖϜ、また、ਫ਼きるͲのࠂ
ʹがࣖ͠れている。
ʴන 1ʁΦϨクλϱの 8 つのୣ v ʤɻජंࡠ
成ʥ
ஊ


೧
ྺ

࣎
غ

Ίک ৼ理 関ܐ ྭࣆ

̏ ਫ਼  س ৶བʀ  授
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ຌߚͲは、න 1 のͲ 1 ஊʤ児غʥ͖
ら 4 ஊʤ学童غʥとฯ育ंの関ΚΕとを考え
ていきたい。
まͥ、児غに͍たる̎ࡂʛ̏ࡂൔのغ࣎の

「ৼ理」には「৶བ」がͮている。これは、
ਫ਼きΏす͠につ͵がる֭ಚしたいτʖϜͲ͍る。
Ҳ方「৶」Ͳは、ਫ਼きͰら͠につ͵がるࠂෲ

したいτʖϜと͵る。このྈをմ݀するたΌ
の「کΊ」は「س」と͵ͮている。これらの
τʖϜをմ݀Ͳき͵͖ͮたことͲਫ਼ͣる「ਫ਼き
るͲのୌ」は「ӀきこΕ」と͠れ、ͨの
մ݀には、「」との関ΚΕが大き͚Ӫڻする
と͠れる。
児はҲਕͲはਫ਼きてはいけ͵いたΌ、͚ٿ

ことͲΏबҕの大ਕに、͚ٿことͲགྷٽを
ఽえ、ౕన͵ίΠをणけることͲ҈ৼして
ਫ਼がͲき、「৶བ״」がߑ͠れてい͚。
児にとͮて、ਕにଲする「৶བ״」を֭ಚ

Ͳきる͖൳͖݀ఈする॑གྷ͵غ࣎Ͳ͍ることを
எͮてお͖ͻ͵ら͵い。
についてΊてΊると、「ৼ理」غغに、༰児࣏

は、「自ཱ」と͵ͮておΕ、このغ࣎の「自ཱ」
において「ਫ਼きΏす͠」につ͵がるのͲ͍
る。ൕଲに、「」、「ٛ」に関しては「ਫ਼きͰ
ら͠」につ͵がる。ͨして、これらをմ݀する
たΌの「کΊ」は「意ࢦ」が॑གྷͲ͍ることが
言える。これらのτʖϜをմ݀Ͳき͵͖ͮたこ
とͲਫ਼ͣる「ਫ਼きるͲのୌ」は「کയ」Ͳ
͍る。ͨのմ݀には、「」との関ΚΕが大き͚
Ӫڻすると͠れる。に言う「いΏいΏغ」ʤ
Ҳ࣏ൕغ߇ʥが͍るのは̐ࡂޛと言Κれるが、
このغ࣎にてはまる。このغ࣎のࢢʹは、
「自はଠਕとはҩうのͫ」という意ࣟがはͮ
きΕと出པ、自ըがլਫ਼える大غ࣎͵ࣆͲ͍る。
児غには「」とのືં͵関ܐに成Εཱིͮ
ていたが、ิいて自ͲをखることͲきる
Γうに͵ͮたΕ、言ཁͲ自の意ࢧをఽえられ
るΓうに͵ͮたΕͲきるたΌ、「自ͲΏΕたい」
という意ࢧが͚کනれる。ͨのΓう͵ؽ会にฯ
がοϡϱスを༫えることͲ、意ཋをͮてंޤ
खΕૌうという「自ཱ」を֭ಚしてい͚。
Ҳ方Ͳ、このغ࣎に「घにͲき͵い͖ら、ξ
ϟʄ」、「ٺいͲいる͖らξϟ」͵ʹと、いつ
をಁΊにͣͮてしまͬ࣍ـのேકしたいʹࢢ
ͮたΕ、ேકにࣨഌしたときにգౕにࣦͮたΕ
すると、「ᠦৼ」という「ਫ਼きͰら͠」を์え
るΓうに͵る。ࢢʹはこのغ࣎に、ͨのޛに
ਕਫ਼における༹ʓ͵、ୌにཱི͖ͬえる「意
。を֭ಚする「ࢦ
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କいて、༰児غޛには、「ۅ」が॑གྷと͵
ͮておΕ、「͵ͧʃ」「ʹうしてʃ」とළൡに࣯
するΓうに͵るغ࣎Ͳ͍る。ここͲ॑གྷ͵関
Εがචགྷと͵るのが「Պଔ」Ͳ͍る。ࢢʹは
ॵΌて見るʀৰれるのֆに関ৼを࣍つΓう
に͵る。ͨのΓう͵とき、बΕにいる「Պଔ」
Ώฯ育ंがٛにଲしてえたΕ、ັڷ関ৼの
Ԣԋをしてݧৼを育ΞͫΕすることͲ、「的」
をͮてߨಊするͬ࣍ـを育ことがͲきる。
Ҳ方、ՊଔΏฯ育ंがౙにͮࢧたΕ、ࢢʹ

をک的にԣ͠えつけΓうとしたΕすること
Ͳ、「ࢴはξϟ͵ࢢ͵のͫ」という「ࡓѳ״」を
ְえ、ভۅ的に͵ͮてしまい、的意ࣟが࣍て
͵͚͵ͮてい͚。たͫし、このغ࣎には、ऀ会
的͵વѳを教えるغ࣎Ͳ͍るたΌ、գౕに൳
ఈするΓう͵ことが͵いΓうに、ࢨʀฯ育の
ώラϱスにـを付け͵けれͻ͵ら͵い。
学童غについてΊてΊると、͖̓ࡂら 12 ࡂ

と͍Ε、कに小学ਫ਼のغ࣎にてはまる。この
が͍「ห͠ۊ」、に大͵「ৼ理」としてはغ࣎
͝られる。「学校」との関ΚΕのͲ、หکする
ֺし͠を学ΞͫΕ、ॕୌ͵ʹを௪したΕして、
ͮ͵をΏΕൊ͚ྙをつけるΓうにࣆժ的にܯ
てい͚。このこΘͲݩܨは自のྙにـͰ
き、ऀ会における自の「న֪」を考え͵がら
ଲॴするેخを͚غ࣎Ͳ͍る。
Ҳ方、ͨのࢢʹの理մౕをໃࢻし、ྙにశ

ͮたଲԢがͲき͵͖ͮたΕ、หکをするͲࣦ
られてͻ͖Εいると、「自には出པ͵い」͵ʹ
という྾״をいたͫいてしまい、҈ఈしたऀ
会ਫ਼が出པ͵͚͵ͮてしまうՆが͍る。
このΓうにฯ育ंが༰児と関Κͮてい͚࣎

成ܙたͬのগཔのਕ֪ʹࢢௗい、ޛはͨのغ
に大き͵ӪڻをおΓ·すことをし͖ͮΕと理մ
したͲ、ฯ育に͍たΕ、ฯ育教ࡒのમをし
͵けれͻ͵ら͵いࣆがΚ͖る。

̒ɿࢢʹのՐ͍ͨび
ここ͖らは、Ր͍ͨびの教ࡒをͮ࢘て、い͖

にࢢʹたͬのୣにرΕశい͵がらฯ育ಊ
をߨう͖۫ର的にྭࣆを༽いてफ़΄てい͚。
ͲΓ͚ՐΚれているݳฯ育の、ࡑݳॵに࠹

Ր͍ͨびのۄと、༰児にਕـが͍るۄ v iを、ฯ
育ंのΠϱίʖφ͵ʹͲ出͠れた結Վをخに
をੵし、ͨれらの教のܑۄֺ、͝ڏを໌ۄ
。としてのՆについてफ़΄てい͚ࡒ
͵お、ΩτβϨʖྪは༰児のಊ಼༲͖ら、
ΪύϕΩがͮߨた。
のՐ͍ͨびのྪʹࢢ
ᶅΊΞ͵ͲՐう   
ᶆلઇのՐ
ᶇಊが出て͚るՐ
ᶈ͖らͫをͮ࢘てՐう
の 4 つとする。

ʴΊΞ͵ͲՐうʵ
ֆのこʹたͬがʀ͠ΞΈʀΠϱϏϱϜϱ
のϜʖοʀΠイΠイʀとΞͲͮたώψψʀʹΞ
͵৯がすきʀにͣのこうにʀ੪いۯにֈを͖
こうʀΠイスクϨʖϞのՐʀ·͚のϝρクスζ
ϣʖスʀおͻけ͵Ξて͵い͠ʀおͬΎのοϡ
οϡοϡʀࢃのԽֺՊʀ
ϙʄϙʄϙʄʀϝρΫʖϜΤスʀϜʖοʀドϪ
ϝのՐʀત࿑はつͰ͚Γ ʹこまͲʀ༒ـ
100%ʀໂを͖͵えてドラえΞʀにΞ͝Ξͮて
いい͵ʀʀにͣʀとͫͬՐʀドΫドΫド
ϱʄҲ೧ਫ਼ʀおいͲのΠϩώϞʀきらきら·
しʀͨうͫͮたらいいのに͵ʀクラϨϋρφを
こΚしͬΎͮたʀ大き͵ܯ࣎ݻʀΑうΏけこΏ
けʀ͖えるのʀしΎ·ΞۆʀたΘうʀ
γρͬΎΞʀೈの島のύϟύϟύ大Ԩ

ʴきͦつをͣ״るʵ
きのこʀにͣのこうにʀΠイスクϨʖϞのՐʀ
͵のの下ͲʀҲ೧ਫ਼に܂͵のԽֺՊʀ大きࢃ
ͮたらʀͬΐうΕͮʀこいの·ΕʀうΊʀた
͵ͻた͠まʀとΞ·のΌがʀʹΞ͛ΕこΘこ
ΘʀたきՒʀ͍ΚてΞ·うのγϱνクϫʖスʀ
ඕのφψΩイʀおਜ਼݆ʀΑきʀおいͲのΠ
ϩώϞ

ʴʹうつが出て͚るՐʵ
ΠイΠイʀࢃのԽֺՊʀ͝ΞこつΏまのたͷき
͠Ξʀͩう͠ΞʀいͷのおまΚΕ͠ΞʀΕの
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͚ま͠ΞʀこたͷきつこʀͬΒうͬΒうʀ
͖たつΕʀΌ͖ͫの学校ʀう͙͠と͖Όʀϔ
ϱϔϱϔϱʀこ͙つこΞこΞ (こ͙つ ) ʀ͍
ΌΕ͚まのこʀϟϨʖ͠Ξのͽつͣʀこ
ΞͣΎͮた

ʴ͖らͫをͮ࢘てՐうʵ
ΠϱϏϱϜϱのϜʖοʀきのこʀࢃのԽֺՊʀ
ϙʄϙʄϙʄʀત࿑はつͰ͚Γ ʹこまͲʀघ
のͽらをଢཇにʀにΞ͝Ξͮていい͵ʀϏϕϨ
Ωʀ大き͵܂のの下Ͳʀ͝ΞこつΏまのたͷ
き͠ΞʀすΞͲͽらいてʀ͍がΕΌ ͠がΕΌʀ
いͮΈΞͻしこͬΒこͬΒʀお΄Ξとうͻこの
うたʀͥいͥいͥͮこΘͻしʀきらきら·しʀ
おにのϏϱツʀΠϩϕスいͬまΞͣΎ͚

ʤ下તは複਼のΩτβϨʖにるՐ、ࡠ成ජंʥ

ฯंޤのΠϱίʖφͲ出͠れた結Վ
2ʛ6 ۄが͍るـにਕࡂ
ΠϱϏϱϜϱのϜʖο
ϝρΫʖϜΤスϜʖο
͖らͫ ˓ξϱξϱ お͖͍͠ΞといͮしΒ ର
のうた
Γう͖いしΕとΕ /お͖͍͠ΞといͮしΒ
͠ΞΈ/と͵Εのφφϫ
と΄ʄΩϪʖϏϱϜϱ
Viva! Spark!φϫϒΩϩʛζϣʄϕϨΫϣΠ
出ؙの CM ۄ
いたͬのたͷき ͵ͩ͵ͩうた
ήρドʀϞʖド/ϏΤϏφϫʖϩ
Ϟϱクのڥびラʖϟϱ
άϱάラ۞Ց /༱պΤΧρο
ϏϕϨΩ /Foorin
Ϫρφʀイρφʀβʖ /ΠψとઉのঃԨ
એຌ/WhiteFlame

म学の೧ྺͲは、教育τϪϑの「お͖͍
͠ΞといͮしΒ」ͲՐΚれているֺۄΏΠωϟ
のकୌՐ͵ʹにਕـがॄしている。また、ͨ
れらには、「͖らͫをಊ͖し͵がらՐう」という
ಝが͍ることがΚ͖る。またັڷいことに、

ʬϏϕϨΩʭΏʬએຌʭには、いΚΑるೖຌ
Խ v i iが࢘༽͠れておΕ、しいֺۄͲ͍Ε͵
がら͵つ͖し͠をͣ״るΓう͵ࡠΕに͵ͮて
いる。またೖຌͲਫ਼まれ育ͮたंにはՁ͖͵つ
͖し͠をͣ״、णけれΏすい―ְえΏすいԽ
ֺと͵ͮていることがΚ͖る。

参考ࣁྋʁ小学ਫ਼
ʀDYNAMITE/BTS
ʀにۨける /YOASOBI
ʀ܊੪/YOASOBI
ʀ͍いうえおおΞが͚たいͨう
ʀ܇のݧ/Ԯର育
ʀߜ࿉՜ /LiSA
ʀうͮͦえΚ /Ado

参考ࣁྋとして͝ڏた小学ਫ਼にਕـの͍るֺ
、େにർ΄ると࣎を見てΊると、༰児のܑۄ
τϪϑのӪڻが大き͚出ているΓうͲ͍る。Յ
えて、小学校Ͳのӣಊ会Ͳ࢘༽͠れるֺۄʤ教
ҽમۄののʥ͖らのӪڻが大きいと考
えられる。

5ɿϨφϝρクをखΕれたՐ͍ͨびಊの
Ҍ
Ϩφϝρクとは、スイスのΦϝʖϩʀζϡρ

ク ʻ ξ ϩ ク ϫ ʖ θ ʤ Émile Jaques-Dalcroze 
1865-1950ʥにΓͮてҌ͠れたԽֺ教育๑Ͳ
͍Ε、ୣৼ理学Ώ大ਫ਼理学にخͰいてཱི֮
͠れたこと͖ら、૱的͵ਕؔ教育にҒͰ
けられる。
ϨφϝρクͲは、कにԽֺをき、ൕԢし、

を出したΕਐରをಊ͖したΕしてಊをߨう
ことͲ、n͚ྙ|nͣ״るৼ|nනݳするਐର|の
成ௗをࢨす。また、Խֺ的͵成ௗͫけͲ͵͚、
ৼとਐରのώラϱスを育Ί、ਕؔとしてのౖୈ
。成につ͵がると͠れているܙ
ϨφϝρクはकにϨθϞӣಊʀλϩϓΥʖζ

ϣʀଊڷԍの̑つのͲߑ成͠れる。
ᶅϨθϞӣಊとは、Խֺをき、ਐରをಊ͖し
てනݳするಊͲ͍る。ここͲのԽֺとは、̙
̞̤のΓう͵ซきླྀしのԽֺͲは͵͚、͠ま͡
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ま͵ԽֺのགྷોをΌたϒΠόΏֺح、͵ʹ
を༽いたଊڷԍにΓͮてߨΚれる。ͨのͲ
、ਦΏԍにࣘをܑけ͵的ڷられるଊ͝߁Ε܃
ͨれらをͣ״खΕ、ਐରをͮ࢘てනݳすること
Ͳ、ϨθϞのְ״的͵ରಚをਦる。
ᶆλϩϓΥʖζϣとは、Խఖ、Խ、、ડ
ཱ、Խ͵ʹ、Խの߶͠に関Κるགྷોをき
けてਐରනݳしたΕ、ՐͮたΕする。
ᶇଊڷԍͲは、ϨθϞӣಊΏλϩϓΥʖζϣ
Ͳݩܨしたことを、自らΕ出しනݳする。

これら̑つのಊを܃ΕศしߨうことにΓΕ、
ྙેخ͵を߶Ό、Խֺ的ְ״のԽֺ的ʹࢢ
。ྙを育ことがͲきるેخ͵的ࡑび、ઞٶ
۫ର的には、以下にࣖすΓう͵͠ま͡ま͵ྙ
のがغଶ͠れている。

ʴԽֺ的͵ેخྙʵ
ʀϑʖφ
ʀϨθϞ
ʀԽఖ
ʀ
ʀԽのکओ
ʀτϱϛ
ʀϓϪʖθ
ʀωϣΠϱス
ʀധࢢ   ͵ʹ

ʴઞࡑ的͵ેخྙʵ
ʀॄྙ
ʀ意ྙ
ʀൕࣻൕԢྙ
ʀ؏ྙ
ʀىԳྙ
ʀྙ
ʀනྙݳ
ʀؔۯࣟྙ   ͵ʹ

Ϩφϝρクは、これらをࢢʹにکする
のͲは͵͚、ໃ理͵͚自ષにֺしΊ͵がら育
ことがͲきると͠れている。
ʴઞࡑ的͵ેخྙʵのߴ͖らΚ͖るΓ

うに、Ү「නݳ」のらいͲ͍る「ᶅいΘい
Θ͵ののඔし͠͵ʹにଲする͖͵״を
つᶆͣ״たことΏ考えたことを自͵Εにනݳ
してֺしᶇਫ਼のͲイϟ―ζを͖にし、
͠ま͡ま͵නݳをֺし」ことをखΕれた
ಊをఴしΏすいたΌ、Ϩφϝρクはࢢʹの
Ր͍ͨびをै実ͦ͠ることがͲきる方๑のҲつ
として大いにغଶͲきる。
ここ͖らは、ɹ ΊΞ͵ͲՐうʵɹ きͦつをͣ״

るʵɹ ʹうつが出て͚るՐʵɹ ͖らͫをͮ࢘て
Րうʵの 4 ྪのۄについて、Ϩφϝρクのགྷ
ોをखΕれたしいՐ͍ͨびಊをҌする。
Ϩφϝρクの಼༲はʴΊΞ͵ͲՐうʵはお༓ͫ
ͬಋ࢞のαϝϣωίʖεϥϱをखΕれたಊ、
ʴきͦつをͣ״るʵͲはلઇのイϟʖζがら
ಊ、ɹ ʹうつが出て͚るՐʵͲはಊのイ
ϟʖζがらಊ、ɹ ͖らͫをͮ࢘てՐう Ͳɻ
はਐରの࢘い方のが߁がるಊとઅఈした。
Ր͍ͨびがࢢʹたͬのをॄΌるघஊͫ

けにཻまらͥ、ฯ育のݳにै実したؔ࣎とし
てखΕれられるΓうに、ਐରのಊきとؔۯを
。成したߑ࠸たϨφϝρクのघ๑を༽いてͮ࢘
また、फ़のΓうにᶅ自自ਐͲ考え͵がらᶆ
ʹࢢし͖ຌの͍ͨびに独自のΠイυΡΠをخ
कରͲ༣び方をΠϪϱζすることにし、
自Ͳ考えたΕঙしΠϪϱζしたΕͲきるΓう
͵༪പして͍る。

ʴΊΞ͵ͲՐうʵお༓ͫͬಋ࢞のαϝϣωί
ʖεϥϱをखΕれたಊ
ʁドϪϝのՐۄ
ϨφϝρクのԽֺ的͵らいʁԽの߶ఁ
ᶅඞを͝ۄघのͽらを下にける。ドϪϝϓ
Ολラεドを、ϒΠόにΚͦてՐい、ಋ࣎
にघをঙしͥつ͍͝てい͚。
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ᶆれてきたらౕࠕはドϪϝの̑Խ͵ʹͲ、
Խ͍てクイθをする。
ਫ਼のϒΠόが「ドϝϪ」と໒ͮたら、କい
てࢢʹが「ドϝϪ」をՐͮてಋ࣎にघをԽ
の߶͠にΚͦて下にಊ͖す。

  
   ド       ϝ      Ϫ

ˠϚʖドをͮてΓい

˖Ԣ༽
ϒΠόのԽֺにΚͦてスΫρϕをして෨
ԲをҢಊし、「ドドドドʤ⽅⽅⽅⽅ʥ」をਦ
にଊ࠴にཱིͬࢯまΕ、କいて「ドϝϪ」とซ
こえてきたϒΠόのԽにକいて、घをಊ͖し
てՐう。

ᶇϓʖϕを̐ਕͲ͖いͮてͬ࣍、̐ਕͲ
Κͦ͵がらᶅᶆとಋͣこして߶͠をྙڢ
とを、ϓʖϕをͬ࣍͵がらߨう。

ᶈドϪϝのՐをՐい͵がらᶇとಋͣことを
する。
ᶉΊΞ͵ͲघをܪいͲԃに͵ͮてߨう。

˖Ԣ༽
ᶅʛᶉのಊにύϱドγイϱをखΕれて
Γい。

Խの߶ఁにΚͦてघを下にಊ͖すことͲ、
Խの߶ఁのְ״を、ؔۯの߶ఁにきえ、સ
ਐをͮ࢘てͣ״ることがͲきたΕ、Γ͚ࣇたԽ
にଲして、ਐରのಊきをうことͲͨのҩい
がࣟͲきるΓうに͵ͮたΕする。ύϱドγイ
ϱをखΕれることにΓͮて、Խのつ࣯を
͠らにਐରͲͣ״ることがͲきる。
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ドϪϝϓΟλラεドのԽを下͖らにಊ͚
ࣟྙؔۯをׄするたΌؔۯ、ಊͲは
චགྷと͠れる。また、ϓʖϕをͬ࣍͝るಊ
Ώ、સҽͲྡྷに͵ͮてघをܪいͲߨうಊͲは、
お༓ͫͬとྙڢし͵がらをಊ͖したΕ、बΕ
を見͵がら自のਐରをしたΕすること͵
ʹが自ષとٽΌられる。
このΓうに、ΊΞ͵ͲՐうֺし͠にՅえて、

Խの߶ఁのְ״Ώ、お༓ͫͬとྙڢしてαϝϣ
ωίʖεϥϱをਦるགྷોをΌ͵がらԽֺಊ
がఴͲきる。

ʴきͦつをͣ״るʵلઇのイϟʖζがら
ಊ
ʁΠイスクϨʖϞのՐۄ
ϨφϝρクのԽֺ的͵らいʁԽのωϣΠϱ
スをͣ״खΕ、ਐରͲනݳするʀϨθϞ
ᶅΠイスクϨʖϞにรਐʁਐରをつ͖ͮてࢧ
いࢧいのΠイスクϨʖϞをනݳする。
この࣎に、ਫ਼が「こΞ͵ΠイスクϨʖϞに
͵Θう」とおघຌを見ͦるのͲは͵͚、ࢢʹ
たͬのしたΠイスクϨʖϞを自の
ਐରͲනݳするֺし͠をັΚΚͦて͍͝た
い。݀まͮたಊきし͖ΠイυΡΠが出͵い
は、ਫ਼が「こΞ͵のΏこΞ͵のͲいい
Γ」と༹ʓ͵ಊきをྭࣖして見ͦてΓい。
Ձັにするʃとซいてをらまͦ͵が
ら༣のΓい。
ᶆϒΠόのԽʤ߶Խ͖らఁԽに͖ͮてஆ
͚ʥにΚͦて༻けてい͚。ޛ࠹はஏに৺
こΘまͲસਐͲ༻ける。ϒΠόのԽのωϣ
Πϱスをซき、ͣ״खΕਐରͲනݳする。

はΑ͚ͮΕ༻ける、Ոはす͛に༻ける͵ʹ

のلઇと関࿊付け͵がらͮߨてΓい。
ᶇΠイスクϨʖϞをࡠる。   
たま͟をׄるʁαϱαϱϏΩρʤ     ʥ
をれるʁζϡʖζϡʖʤډ       ʥ
ࠠͧるʁまͧまͧまͧまͧʤ       ʥ
̑झྪͨれͩれのϨθϞのಊきを݀Όる。ಊ
きは、たま͟をׄるʀډをれるʀϚΤϩ
ͲࠠͧるਐΕのΓう͵؈ୱ͵のͲྒྷい。
「αϱαϱϏΩρ」͵ʹϨθϞにͮた言ཁ
を言い͵がらಊいて、ΠイスクϨʖϞをࡠる
ఖをし͵がらϨθϞ༣びをする。この
るイϟʖࡠྋのϏϋϩを६ඍするとࡒ、࣎
ζがらΊΏすい。
出པがͮたΠイスクϨʖϞをイϟʖζす
る。
ᶈΠイスクϨʖϞのՐをՐう。

˖Ԣ༽̏
ᶇのಊͲは、ϒΠόͲϨθϞをஆき、ଐ͠
をรえたΕಧષࢯΌてΊたΕしてΓい。
˖Ԣ༽̐
ᶇのಊͲ『ΠイスクϨʖϞをつ͚ΕましΒ
う』のՐにΚͦてͮߨてΓい。たま͟を
ׄͮてαϱαϱϏΩραϱαϱϏΩρʞ͵
ʹのΓうにϨθϞのಊをۄのにڮΞͲ
Γい。

このΓうにΠイスクϨʖϞにͬ͵Ξͫනݳ
ಊをれて͖らՐうことͲ、自͵ΕにʹのΓ
う͵ΠイスクϨʖϞ͖をしたΕ、ۄのՐࢼ
がつֆのイϟʖζが߁がͮたΕすることが
ઇをし͵がら、ϒΠόのωل。ଶͲきるغ
ϣΠϱスをͣ״खΕਐରͲ༻ける༹ࢢをනݳす
るಊͲは、ͣ״खͮたことをනݳするͲ、
ਐରの࢘い方のが߁がΕ、لઇのイϟʖζを
らまͦるघঁけに͵る。
イϟʖζが͖に͵ると、ౕࠕはଆܙනݳの

͖͠に͝ܪることがͲきる。または、ଆܙන
ߨをݳて͖らਐରන͝߁てイϟʖζをͮߨをݳ
うことްՎ的Ͳ͍る。
ϨφϝρクをखΕれたՐ͍ͨびಊは、ࢢ

ʹたͬがイϟʖζをすることΏਐରを࢘うこ
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とをଡ͚खΕれられるたΌ、͠ま͡ま͵නݳ
、がΕ߁のがݳಊとの૮ްՎにΓΕ、න
たͬのԽֺΏਕؔが͖に͵ることʹࢢ
がغଶͲきる。

ʴʹうつが出て͚るՐʵಊのイϟʖζが
らಊ
ʁΕの͚ま͠Ξ、͍ΌΕ͚まのこۄ
ϨφϝρクのԽֺ的͵らいʁԽՃをスτρ
ϕするʀ̐つのϨθϞのݩܨʤ複ϨθϞʥ
ᶅ『Εの͚ま͠Ξ』をՐう
ᶆおͣΒう͠Ξにรਐʁ̖ԽෘͲγργρ
とૺる
͚ま͠Ξにรਐʁ̒ԽෘͲφαφαิ͚
ਫ਼の͖けΏ見ຌは『ΠイスクϨʖϞの
Ր』のᶅͲ়ղしたΓうに、ࢢʹたͬの
ྙΏනྙݳを͝߁るのとする。
̐झྪのԽՃを、おͣΒう͠ΞΏ͚ま͠Ξに
รਐしてಊの、ϒΠόにΚͦてಊ
͚。
ᶇ̐つのήϩʖϕに͖れておͣΒう͠Ξ
と͚ま͠Ξのಊきの୴を݀Όる。
ਫ਼が「すたこら」と言うと、おͣΒう͠Ξ
のήϩʖϕが「γργργ」のՐ͖ࢼらକき
をՐい͵がら̖ԽෘͲૺる。
ਫ਼が「φαφα」というと、͚ま͠Ξのή
ϩʖϕが「φαφαφ」のՐ͖ࢼらକきをՐ
い͵がら̒ԽෘͲิ͚。
、のशΚΕまͲ̏յͥつՐい͵がらۄॵは࠹
スτρϕし、れてきたら、ϓϪʖθのۢ
ΕͲਦをれてΓい。
ᶈ複ϨθϞのରݩ
̒ԽෘのϒΠόがซこえてきたら、͚ま͠
Ξのήϩʖϕがิ͚。̖ԽෘのϒΠόがซ
こえてきたら、おͣΒう͠Ξのήϩʖϕがૺ
る。ྈ方がซこえてきたら、ྈ方のήϩʖϕ
が自たͬのಊきをಊ͚。

˖Ԣ༽
『͍ΌΕ͚まのこ』Ͳ、
お͖͍͠Ξ͚まʁ2 ԽෘͲʹͮしΞʹͮし

Ξิ͚
こ͛まʁ̒ԽෘͲφαφαิ͚
にรえて『Εの͚ま͠Ξ』のᶅᶆᶈを『͍
ΌΕ͚まのこ』ߨうことՆ。

実際にਐରをಊ͖し͵がら͚ま͠Ξをす
ることͲ、ۄのイϟʖζの߁がΕがغଶͲきる。
また、お͖͍͠Ξ͚まとこ͛まの大き͠Ώ॑͠
をしたΕ、おͣΒう͠Ξと͚ま͠Ξのૺる
。ಊͲきたΕするイϟʖζし͵がらʹ͵ࢢ༹
Րのつֆ؏が͝߁られるͫけͲ͵͚、̖
Խෘ、̒ Խෘ、̐ ԽෘのԽՃをಊ͚ことΏ、
ϨφϝρクのγϔζΥクφͲ͍る̐つのϨθϞ
をಋ࣎にͣ״る複ϨθϞのಊのらいݩܨ
することがͲきる。
চ、ϨφϝρクのಊͲ͚ま͠Ξのಊきは、

ͨのಊのつΦϋϩάʖとԽՃの࣯Ͳ͍る
̐ԽෘのΦϋϩάʖの関ΚΕ͖ら、「ʹͮしΞ
ʹͮしΞ」͵ʹと͖けをつけて̐ԽෘͲ
ಊすることがଡいが、『Εの͚ま͠Ξ』の
Րࢼに「φαφα」という言ཁが࢘Κれている
たΌ、Րࢼのイϟʖζを捉えることを॑ࢻし、
におͣΒう͠Ξのಊきのଐ͠ΏΦϋϩάʖをߍ
૮ଲ的に考え、ここͲは̒Խෘとしてಊを
અఈした。
ϨφϝρクのԽՃの࣯は以下の௪ΕͲ͍る。

න̏ ϨθϞのؔ࣎ʀؔۯʀΦϋϩάʖの関ܐ
v i i i

̐Խෘ ̒Խෘ ̖Խෘ

ؔ࣎ ஙい  ଐい
ؔۯ い߁  いڳ
Φϋϩάʖ いک  ओい

これらの࣯を意ࣟし͵がらଏͲスτρϕす
ることͲ、自ષ͵ಊきを௪してԽՃのΦϋϩά
ʖをରಚする。ξϩクϫʖθは、ؔ࣎のͲの
ಊきはԽֺ的ϨθϞの意ࣟ、ؔۯのͲのಊき
はਐରଆܙ的ϨθϞの意ࣟがཱི֮するとしてफ़
΄ている。 ix
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ʴ͖らͫをͮ࢘てՐうʵਐରの࢘い方のが
ಊがる߁
のの下Ͳ܂͵ʁ大きۄ
ϨφϝρクのԽֺ的͵らいʁξイψϝクス
ᶅにรਐʁਐରをつ͖ͮてࢧいࢧいのを
නݳする。ʤਐରනݳのཻ意఼はىのಊ
とಋ༹ʥ
ᶆϒΠόのԽֺにΚͦてรਐしたに͵
ͮたまま༵れる。ஆき方のکओʤξイψϝク
スʥΏଐ͠ʤτϱϛʥをรえ、ͨれをซき、
たͬはͨΓ෫ΏཞのΓう͵෫に༵らʹࢢ
れるを、ϒΠόのԽ৯をࢧ、ͣ״いࢧいに
イϟʖζしてਐରͲනݳする。
を݀ΌۄΌたΕ、ͨΓ෫とཞのࢯʓԽֺを࣎
てきけたΕしてಊ͚༣びにしてΓい。
ᶇ『大き͵܂のの下Ͳ』を、ਐର͍ͨびを
つけてՐう。
ᶈ「小͠͵܂のの下Ͳ」とえՐにし、ϒ
Πόのکओओ͚ஆ͚。ࢢʹたͬは小͠͵
をනݳし、小͠͵と小͠͵ಊきͲනݳし
͵がらՐう。

˖Ԣ༽
のϒΠόͲ、「大き͵܂の」͖「小͠͵
の」͖、ʹͬらのԽֺ͖をซきて、Ր܂
い出しとಋ࣎に「大き͵܂の」し͚は「小
。の」にรਐする܂͵͠

をනݳすることͲʹのΓう͵͖し、
ՐのイϟʖζをらまͦることがغଶͲきる。
ととਐରの৾Ε付けがついているۄͲ͍る
が、Խֺのξイψϝクスのҩいをͣ״खΕ、大
き͵܂のと小͠͵܂のをනݳすることͲ、
またҩͮたਐରの࢘い方がͲきるととに、Խ
ֺのکओ自ષ͵ܙͲର״Ͳきる。
にรਐして෫に༵られるಊͲは、Խֺの

ωϣΠϱスのรԿのҩいをͣ״とΕ、ͣ״खͮ
たωϣΠϱスを、自͵Εに͠ま͡ま͵ਐରの
ಊきͲනݳする。

以のΓうに、Ր͍ͨびをϨφϝρクのघ๑
を༽いてಊ的͵ಊとしてఴすることͲ、

ԽֺනݳはͬΘΞ、Ү「නݳ」の಼༲に
まれるਐରනݳΏଆܙනݳのಊ͵ʹを、ଡֱ
的͖つ૱的にखΕれΏす͚͵ることがغଶ
Ͳきる。また、Ր͍ͨびಊにϨφϝρクのགྷ
ોをखΕれることは、Ϩφϝρクຌཔのಊ
のらいをୣ成してい͚ことはͬΘΞ、͖
するྙを育घঁけと͵るはͥͲݳΏන״͵
͍る。

6ɿฯ育のݳͲのϨφϝρク実践の՟ୌ
Ր͍ͨびをߨうに͍たΕ、Ү「නݳ」Ͳ͠

ま͡ま͵Նを࣍つϨφϝρクͲ͍るが、ฯ
育のݳͲखΕれることを՟ୌにͣ״るԄ
ঙ͵͚͵い。ͨの理༟のҲつとして、Ϩφϝρ
クの֕೨を捉えることのೋし͠に͍ると考える。
ฯ育໌̐࢞にݳͲϨφϝρクをखΕれる

ことをʹうͣ״ている͖ซいたとこΘ以下の意
見が出てきた。

̘ԄʁϒΠόंݩܨͲϨφϝρクをۅ的に
खΕれたいਫ਼
ʀϨφϝρクをΏͮてΊたいとࢧい、खΕ
れてΊて、「これがϨφϝρク͵のͫΘう
͖」とٛΏ҈をͣ״る。
ʀクラερクはஆけるが、ϨφϝρクのϒΠ
όはύʖドϩをͣ״る。
ʀԄ಼ݜरͲϨφϝρクを学ΞͲ理մしたと
͵Ͳ実践したら「͍れʃ」とݳ、てͮࢧ
ることがଡい。̏յきΕのݜरଡいのͲ、
ٛに͵ͮたままͲ͍る。
ʀ֦ਫ਼のྖࡍに͠れているたΌ、Ϩφϝ
ρクを実践しΓうとਫ਼がࢧΚ͵いݸΕ実
践͠れ͵いのがݳয়Ͳ͍る。

̙ԄʁޓధୄのԽֺࣆߨにྙをれている
Ԅ、Ϩφϝρクを̏೧หکしたਫ਼
ʀϨφϝρクはޓధୄの࿇सのたΌの「Խֺ
のેخ」とͮࢧていた。
ʀϨφϝρクをखΕれたいとࢧうが、学೧
͟とにクラスͲߨうಊを౹ҲしているԄ
͵のͲ、ϒΠόがஆけ͵いਫ਼がʹこ͖のク
ラスに̏ਕͲいると、ͨこのਭ६にΚͦ
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て಼༲が݀まͮてしまう。ʤし͚てし
ͮて࿊ܠするؔ࣎が͵いのͲ、ʹのクラスの
ਫ਼実践Ͳきる಼༲を実ࢬʥ
ʀࣆߨが͍るのͲ、ఈغ的にΊ॑てい͚
ことがೋしい。

Ϩφϝρクの教育๑自ର、ୣৼ理学Ώ大
ਫ਼理学にخͰいていること͖ら、ͨのघ๑は複
๑ࢨ、Ͳ֕೨をଡֱ的に捉えることがͲきࡸ
をஇఈしてしまうことがඉにೋしい。ୱ९に
இఈ͠れたのが͵いބに、複ࡸͲ֕೨的͵文
হͲし͖捉えるढ़が͵͚、ฯ育ंがϨφϝρク
ͨののを理մしೋいことが考えられる。Խֺ
にΚͦてਐରをಊ͖すͫけͲ͍れͻ༲ҝͲ͍
るが、Ϩφϝρクのຌ࣯的͵的Ώघ๑をखΕ
れると͵るとにฯ育ं自ਐの、実践する
イϟʖζがΚきに͚いことが՟ୌͲ͍る。し͖
し、ͨ のຌ࣯的͵的Ώघ๑こͨ、Ү「නݳ」
の؏఼͖ら見たනݳಊが͖Ͳ意ັの͍る
のと͵Ε、͠らには「༰児غのशΚΕまͲに育
ͮてΆしい 10 のࢡ」に関࿊ͦ͠ఴしಚるの
Ͳは͵いͫΘう͖と考える。
ฯ育のݳͲखΕれられに͚いうҲつの

理༟として考えられるのは、ϒΠόのԍٗढ़
Ͳ͍る。ϨφϝρクにはଊڷԍがうたΌ、
ϒΠόのٗढ़ΏଊڷԍͲ᪶いてしまうίʖス
が考えられる。ϨφϝρクのϒΠόは、ଊڷԍ
はͬΘΞ、ਦΏֽけ、ࢢʹのಊきを
見͵がらஆ͚、ࢢʹのをซ͚、ஆきՐいを
する͵ʹ、クラερクをֺොの௪Εにஆ͚のと
はまたพの、ଡ͚のٗढ़をචགྷとする。ֺො௪
ΕにஆけるΓうに͵るͫけͲは͵͚、ͨれらの
ٗढ़の࿇सにؔ࣎をགྷすること՟ୌͲ͍る。

7ɿޛࠕの՟ୌとまとΌ
ຌ論Ͳは、Ր͍ͨびの教ࡒのՆについて

Ϩφϝρクの教育๑をखΕれることをҌし
た。ฯ育のݳͲのՐ͍ͨびは、ࢢʹたͬを
੫͖にͦ͠るたΌ͵ʹのघஊにཻまらͥ、Ϩφ
ϝρクのघ๑にΓΕ、Խֺをͣ״ることΏ、自

͵Εにනݳすること͵ʹ、Ү「නݳ」の
らいにخͰいてఴͲきるՆが考えられる。
Ү「නݳ」のͲಝにԽֺは、ՐのՐࢼを
ְえることΏ、のたΌのٗढ़のसಚに
͠れ܃Εศしの࿇सが͠れることঙ͵͚
͵い。ؽփ的͵ൕΏ、たͫ「ۄにৰれてֺし
」ͫけにཻまらͥ、ଠのଆܙ͵ʹのනݳಊ
とಋͣΓうに「ࢴはこうනݳしΓう」「ͣΎ͍
はこうしてΊΓう」とಊ的に考え͵がら、න
Εࡑ的にखΕれられてい͚ۅಊするݳ
方をໝࡩしてい͚ことがましい。ͨのҲつと
して、自ͲԽֺをͣ״खΕ考え、ߨಊすると
いうϨφϝρクの教育๑は、Ր͍ͨびを௪した
をΓΕ͖にして͚れるݩܨたͬのԽֺʹࢢ
Ͳ͍Θう。ͨのたΌには、Ϩφϝρクの֕೨の
理մΏࢨ๑、ϒΠόのଊٗڷढ़͵ʹのसಚが
ฯ育ंにٽΌられる。ݳのฯ育ंがϨφϝρ
クのචགྷをͣ״ているに͖͖Κらͥ、実践
にۦકしているݳয়をրવしてい͖͵けれͻ͵
ら͵い。෨ࢥߪのғབҲつの方๑Ͳは͍
るが、Ϩφϝρクࢨंの਼がঙ͵いことΏ、
Ԅの方ਓΏ༩ࢋといͮたพのୌ大き͚関Κ
ͮて͚ることが༩͠れる。ೖฯ育のΊ॑
の؏఼͖ら、ฯ育ं自ਐが実践Ͳきること
がΓΕましいͲ͍Θう。ฯ育ंがՐ͍ͨびと
してܲـに、ۅ的にஊのฯ育にखΕれら
れるয়ସにͲきるΓう考えてい͚たΌに、Ϩ
φϝρクをखΕれることをఈしたԄ಼ݜर
Ώฯ育ं養成՟ఖͲの学びのରඍが՟ୌͲ
͍る。ޛࠕは、ΓΕଡ͚のฯ育࢞の意見खΕ
れ͵がらฯ育ं養成՟ఖͲの実践にՅえ、実
際にϨφϝρクのτΫスφにԌͮてฯ育ंが実
践したܨҤを؏察、ىしていき、Ϩφϝρク
のฯ育ݳͲの実践のՆをݗ౾していきた
い。

ࣧජについて、はͣΌにʛ̒はΪύϕΩが、5ʛ
7 はনݬがͨれͩれࣧජした。
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i 文෨科学ʤ2017ʥ༰கԄ教育གྷ οϡイ
ϩドຌऀ pp.5-22 
ii ਓࢨਫ਼࿓ಉʤ2017ʥฯ育ॶฯ育 οϡ
イϩドຌऀ pp.24-57 
ii i ಼ֵ府ʀ文෨科学ʀਫ਼࿓ಉʤ2017ʥο
ϡイϩドຌऀ pp.62-94
ivΚら΄うたには、童ངҲ෨まれておΕ、Ϥ
ʖϠΠ͍るՐࢼがついたのঙ͵͚͵い。
Ր͖ࢼらՁ͖をͣ״たΕ、学ΞͫΕする「ֺ
Ͳは͵͚、Րい͵がらघΏΑび、͖らͫを「ۄ
ಊ͖し͵がら͍ͨこと、ϨθϞにのることを
的としたֺۄをຌߚͲはࢨしている。   
v E.H.ΦϨクλϱʤஸʥ西ฑ ଠʤຍ
༃ʥ ,2011『ΠイυϱτΡτΡとライϓγイク
ϩ』৶ॽ ΦϨクλϱのҲ論文「自ըと
ऀ会の関ܐ」 (1946 ೧ )、್論文「݊߃͵Ϗ
ʖλψϨτΡ」 (1950 ೧ )、ࢀ論文「Πイυ
ϱτΡτΡのୌ」 (1956 ೧ )のࢀつの論文͖
ら͵ͮている。ݬॽॵ൝は 1959 ೧に出൝͠
れ、1973 ೧に『自ըಋҲ――ΠイυϱτΡ
τΡとライϓγイクϩ』というୌͲ、小ࠓ
の༃Ͳ出൝͠れたࢢथඔآʀ小ઔণ೯ʀޙܔ
のをخにし、ΪύϕΩが࠸ฦॄした。
v i  2007 ೧͖らܩକしているࢢ育てࢩԋԍ会
Ώ 0 αϱγʖφ͵ʹජंらがࢢらֺし͖ࡂ
࠷している会のϕϫήラϞΏϨクΦスφをخ
にࡠ成。
v i i ೖຌԽとは௪সϦψൊきԽといΚれ、
ドϪϝϓΟλラεドのうͬ 4 ൬と 7 ൬のԽ
をൊいてͲるԽʤドϪϝλラドʥのࣆͲ͍
る。
v i i i ਈݬկ೯ 2019『CD 付き ここΘと͖らͫを
育 ̏ʛ̓ࡂのたのしいϨφϝρク』ࣞה会ऀ
ψツϟऀ p.21 参考、ජंࡠ成
ix Φϝʖϩʀζϡρクʻξϩクϫʖθ ,൚ฑ
र ຌথ༃ࢃ, ,2003『ϨθϞとԽֺと教育』
会ऀસԽֺො出൝ऀࣞה p.47
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